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延岡市

自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

【山田会長あいさつ】

自主防災組織率

組織数

２７９組織

組織率
８５．９２％

令和５年３月３１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

【兒玉係長による説明】

【感謝状贈呈】

伊
形
町
大
福
良
区
防
災
訓
練

令
和
五
年
度

延
岡
市
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
総
会

令
和
五
年
七
月
十
四
日
（
金
）
延
岡
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
令
和
五
年
度
延
岡
市
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
総
会
（
森
口
正
輝
会
長
）
及
び
防
災
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

総
会
当
日
現
在
、
２
７
９
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り

１
３
７
組
織
が
出
席
（
委
任
状
９
４
組
織
）
し
、
規
約

に
則
り
本
総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
森
口
会
長
か
ら
「
自
ら
の
地
域
は
自

ら
守
る
と
い
う
基
本
理
念
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
浸
透

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
防
災
訓
練
や
防

災
講
話
を
積
極
的
に
行
い
組
織
の
更
な
る
充
実
・
強
化

に
努
め
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
読
谷
山
洋
司
延
岡
市
長
及
び
松
田
満
男
市
議

会
議
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
な
っ
た
後
、
表
彰
式
及
び
議

題
審
議
に
移
り
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
新
旧
役
員
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
国
土
交
通
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
の
成

松
正
幸
流
域
治
水
課
長
に
よ
る
「
近
年
の
風
水
害
に
つ

い
て
」
及
び
延
岡
市
危
機
管
理
課
松
下
典
生
危
機
管
理

課
長
、
渡
邉
幾
太
郎

主
任
主
事
に
よ
る
「

令
和
４
年
台
風
１
４

号
に
関
す
る
こ
と
と

地
区
防
災
計
画
に
つ

い
て
」
の
防
災
研
修

会
を
受
講
し
終
了
し

ま
し
た
。

昭
和
町
１
区
防
災
講
話

富
美
山
町
第
２
区
防
災
訓
練

伊
形
町
大
福
良
区
自
主
防
災
組
織
（
山
田
文
男
会

長
）
は
、
令
和
五
年
七
月
八
日
（
土
）
伊
形
小
学
校
に

て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
夜
間
に
地
震
が
発
生
し
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
。
２
０
時

に
地
区
内
放
送
で
避
難
を
呼
び
か
け
る
と
地
区
住
民
は

伊
形
小
学
校
ま
で
歩
い
て
避
難
し
て
来
ま
し
た
。
懐
中

電
灯
や
反
射
タ
ス
キ
を
使
用
し
て
安
全

に
注
意
し
な
が
ら
避
難
す
る
住
民
も
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
体
育
館
に
お
い
て
山
田
会

長
に
よ
る
耐
震
対
策
や
防
災
グ
ッ
ズ
の

紹
介
が
あ
り
、
最
後
に
防
災
推
進
員
に

よ
る
講
話
を
受
け
終
了
し
ま
し
た
。

【森口会長あいさつ】

富
美
山
町
第
２
区
自
主
防
災
組
織
（
黒
木
良
一
会

長
）
は
、
令
和
五
年
七
月
九
日
（
日
）
旭
中
学
校
柔

剣
道
場
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
地
区
内
放
送
で
避
難
広
報
を
行
う
と

地
区
住
民
は
５
箇
所
の
一
時
避
難
場
所

に
集
合
し
、
そ
の
後
旭
中
学
校
柔
剣
道

場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

黒
木
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
防

災
推
進
員
に
よ
る
地
震
及
び
土
砂
災
害

の
講
話
を
受
け
、
最
後
に
非
常
持
出
品

の
確
認
を
行
い
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

昭
和
町
１
区
自
主
防
災
組
織
（
吉
田
建
治
会
長
）

は
、
令
和
五
年
七
月
十
五
日
（
土
）
宮
崎
ガ
ス
に
て

防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
吉
田
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
次
に
危

機
管
理
課
兒
玉
係
長
か
ら
昨
年
の
台
風
１
４
号
に
お

け
る
市
役
所
の
体
制
や
罹
災
証
明
書

発
行
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
、
防
災

推
進
員
か
ら
風
水
害
及
び
地
震
、
津

波
へ
の
備
え
に
つ
い
て
講
話
を
受
け
、

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
防
災
バ
ッ
グ

な
ど
の
事
前
準
備
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

【新役員の紹介】

【一時避難場所に集合】

感
謝
状
贈
呈
組
織

土
々
呂
町
茶
屋
区
自
主
防
災
ク
ラ
ブ

（
福
永
康
男
会
長
）

島
浦
町
自
主
防
災
組
織

（
岩
谷
勇
会
長
）

愛
宕
町
東
自
主
防
災
ク
ラ
ブ

（
永
井
明
会
長
）

愛
宕
南
自
主
防
災
組
織

（
富
高
一
生
会
長
）

大
門
区
自
主
防
災
組
織

（
田
中
純
一
郎
会
長
）
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２

自主防災組織の育成と
拡大のための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性と
役割分担及び地域に合わせ

た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・

防災グッズ作成等）
・会場：各地域( 公民館など )

防災研修センター
・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会場に
防災士を派遣し、体験学習や講演
を中心に防災・減災についての講
座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７

防災講話

２

【雨の中に多くの参加者】

大

門

北

区

防

災

講

話

大
門
北
区
自
主
防
災
組
織
（
樋
永
修
一
郎
会
長
）

は
、
令
和
五
年
六
月
三
十
日
（
金
）
に
大
門
北
区
公

民
館
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
、
目
の
前
を
流
れ
て
い
る
川
の

水
は
上
流
部
で
降
っ
た
雨
水
が
集
ま
っ

て
延
岡
市
に
流
れ
込
む
事
な
ど
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
地
震
の
際
、
安

全
に
避
難
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

】

北

小

路

１

区

防

災

講

話

北
小
路
区
自
主
防
災
組
織
（
有
野
公
教
会
長
）
は
、

令
和
五
年
七
月
九
日
（
日
）
岡
富
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

館
に
て
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
地
震
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る

気
象
変
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
法

か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
要
領
及
び
水
消
火

器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練
を
体

験
し
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

【熱心に聞いてます】

【壁を走ってる！】

防災訓練

防災講話

●西階中学校家庭学級
９月 ７日（木）
午後 ７時～ 会議室

●インリーダークラブ
９月 ９日（土）
午前 ８時３０分〜
社会教育センター

〇若葉北区
９月１０日（日）
午前１０時～若葉北区公民館

●北川高齢者大学
９月１３日（水）
午前 ９時４５分～
北川総合支所会議室

〇黒岩地区合同
９月３０日（土）
午前１０時〜
場所調整中

〇富美山小柚木区
９月１０日（日）
午前 ８時〜 小柚木公園

〇延岡市防災フェア
９月 ３日（日）
午前９時〜午後３時
イオン延岡店

無

鹿

２

区

防

災

講

話

無
鹿
２
区
自
主
防
災
組
織
（
成
合
昭
一
会
長
）
は
、

令
和
五
年
七
月
十
六
日
（
日
）
無
鹿
第
１
街
区
公
園

及
び
無
鹿
２
区
公
民
館
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

大
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

東
海
第
１
分
団
第
９
部
（
横
山
誠
悟

部
長
）
の
避
難
呼
び
か
け
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。

健
康
状
態
等
の
チ
ェ
ッ
ク
の
後
、
防

災
資
機
材
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
民
館
で
防
災
講
話
を

受
け
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

北
緑
ヶ
丘
区
く
ろ
し
お
隊
自
主
防
災
組
織
（
花
畑

周
二
郎
会
長
）
と
宮
崎
県
立
延
岡
工
業
高
校
（
山
内

武
幸
校
長
）
及
び
第
４
３
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

（
平
井
祐
大
３
等
陸
佐
）
は
、
令
和
五
年
七
月
十
一

日
（
火
）
延
岡
工
業
高
校
に
て
合
同
防
災
訓
練
及
び

防
災
講
話
を
行
な
い
ま
し
た
。

非
常
に
暑
い
中
で
し
た
が
、
徒
歩
で
避
難
し
た
北

緑
ヶ
丘
区
の
皆
さ
ん
は
、
生
徒
と
と
も
に
、
第
４
３

普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に
よ
る

災
害
時
を
想
定
し
た
人
命
救
助
訓
練
を
見
学
し
た
後
、

視
聴
覚
室
に
て
防
災
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

延
岡
工
業
高
校
の
生
徒
は
、
地
震
避
難
訓
練
や
自

衛
隊
訓
練
見
学
の
後
、
リ
モ
ー
ト
形
式
で
学
校
周
辺

の
危
険
見
積
り
と
地
震
・
津
波
発
生
時
の
避
難
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【人命救助セットです】

【暑さ対策バッチリよ】

北
緑
ヶ
丘
区
く
ろ
し
お
隊

延
岡
工
業
高
校
合
同
防
災
訓
練

粟
野
名
１
区
防
災
講
話

粟
野
名
１
区
自
主
防
災
組
織
（
甲
斐
隆
治
会
長
）

は
、
令
和
五
年
七
月
三
日
（
月
）
に
粟
野
名
区
公
民

館
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

会
長
か
ら
「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
防
災
力
を
目
指
そ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
講
話
で
は
、
北

川
と
祝
子
川
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地

理
的
特
性
が
あ
る
事
や
災
害
に
よ
り
避

難
す
る
場
所
が
違
う
事
な
ど
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。
津
波
避
難
ビ
ル
の
オ

ー
ナ
ー
様
に
も
参
加
し
て
頂
き
次
回
訓

練
へ
の
足
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

【参加者全員が体験】【防災資機材説明中】



２

自主防災組織の育成と
拡大のための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性と
役割分担及び地域に合わせ

た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・

防災グッズ作成等）
・会場：各地域( 公民館など )

防災研修センター
・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会場に
防災士を派遣し、体験学習や講演
を中心に防災・減災についての講
座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７

防災講話

２

大

門

区

防

災

講

話

大
門
区
自
主
防
災
組
織
（
田
中
純
一
郎
会
長
）
は
、

令
和
五
年
七
月
二
十
三
日
（
日
）
に
東
海
コ
ミ
セ
ン

で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

講
話
に
先
立
ち
田
中
会
長
か
ら
、
「
災
害
は
昼
夜

問
わ
ず
発
生
す
る
の
で
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
し
っ

か
り
と
し
ま
し
ょ
う
」
の
挨
拶
の
あ
と
、
５
月
行
っ

た
津
波
避
難
訓
練
を
振
り
返
り
、
成
果
の
あ
っ
た
項

目
と
今
後
の
訓
練
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
、
洪
水
時
に
は
北
川
と
祝
子
川

の
影
響
を
受
け
や
す
い
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
や
津
波

浸
水
エ
リ
ア
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
日
頃
か
ら
の
備
え

や
避
難
先
の
確
認
が
大
切
と
の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
で
は
、
①
周
囲
の
安
全
確
保

②
反
応

（
意
識
）
の
確
認
・
１
１
９
番
通
報

③
呼
吸
の
確
認

④
胸
骨
圧
迫

⑤
頭
部
後
屈
あ
ご
先
挙

上
法

⑥
人
工
呼
吸
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作

要
領
と
ポ
ー
ル
と
毛
布
で
応
急
担
架

の
作
成
及
び
毛
布
１
枚
で
患
者
搬
送

要
領
に
つ
い
て
多
く
の
参
加
者
が
体

験
し
ま
し
た
。

終
了
時
に
は
、
防
災
食
（
ス
ー
プ
）

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

】

北
方
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

北
方
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
令
和
五
年
七
月

二
十
八
日
（
金
）
北
方
コ
ミ
セ
ン
に
て
、
令
和
５
年

度
北
方
地
区
地
域
福
祉
推
進
チ
ー
ム
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
合
同
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
長
及
び
来
賓
挨
拶
の
後
、
研
修
会
が
開
始
さ
れ

地
域
福
祉
推
進
チ
ー
ム
の
活
動
報
告
と
し
て
「
曽
木

見
守
り
隊
」
代
表
者
の
柴
田
順
子
氏
及
び
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
報
告
を
「
下
曽
木
生
き
生

き
ク
ラ
ブ
」
代
表
者
の
甲
斐
尚
子
氏
に
よ
る
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
２
人
共
に
、
落
ち
着
い
た
口
調
で
発

表
し
非
常
に
分
か
り
易
く
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
上
流
に
降
っ
た
雨
の
水
が
増

水
し
て
、
下
流
域
が
洪
水
被
害
を
受
け
る
流
域
災
害

の
説
明
と
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
考
え
方
と
防
水
処

置
要
領
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【市販品を自分流にアレンジ】

防災訓練

防災講話

１０月２９日（日）
・柚の木田区
午前１０時～ 柚の木田公民館

受付中

１０月 １日（日）
・旭校区防災ネットワーク
午前 ８時〜 旭小・旭中

１０月 ８日（日）
・中島町区
午前９時３０分〜 中島公民館

１０月１４日（土）
・桜ヶ丘地区合同
午前 ～
桜ヶ丘ふれあい公園

１０月１５日（日）
・シーサイド鯛名区
午前 ～ 鯛名区内

・野田つつじ３区
午前 ～

１０月２１日（土）
・浜町東区
午前１０時～ 浜町東区内

・すみれ団地
午前１０時～ すみれ団地集会場

１０月２２日（日）
・恒富区、西小路区、出口区合同
午前 時～ 延岡西小学校

・長浜区
午前 時～ 長浜区内

１０月２９日（日）
・別府区
午前 ９時～ 別府区内

富
美
山
み
ど
り
区
自
主
防
災
組
織
（
森
口
正
輝
会

長
）
は
、
令
和
五
年
八
月
十
二
日
（
土
）
み
ど
り
区

公
民
館
に
て
防
災
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

公
民
館
に
避
難
し
た
皆
さ
ん
は
組
ご
と
に
点
呼
を

受
け
ま
し
た
。
森
口
会
長
か
ら
「
避
難
先
で
何
が
必

要
か
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
」
の
挨
拶
の
後
、
非
常
用

持
ち
出
し
品
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
た
。
次
に
、
2
分
間
何
も
喋
ら
な
い
サ
イ
レ
ン
ト

タ
イ
ム
体
験
し
た
後
、
２
家
族
に
よ
る
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
身
近
に
あ
る
日
用
品
で
準
備
を

す
る
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
考
え
方
と
防
水
処
置
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
小
・
中
学
生
が
訓
練
進
行
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【段ボールベッド作成中】

【多くの参加がありました】

富
美
山
み
ど
り
区
防
災
訓
練

九

州

保

健

福

祉

大

学

九
州
保
健
福
祉
大
学
（
児
玉
修
学
長
）
は
、
令
和

五
年
七
月
十
九
日
（
水
）
に
防
災
講
和
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
、
１
年
生
を
対
象
に
「
日
向
国
地
域
論
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
防
災
推
進
員
か
ら
延
岡
市

の
地
理
的
特
性
や
畳
堤
な
ど
か
ら
に
学
ぶ
自
助
・
共

助
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【挨拶する田中会長】


